
〇 〇
遊 一
技 般

平 機 競
成 の 争
十 認 道 入 道
三 定 公 札 教
年 及 安 育（
十 び 委 物 庁

北 海

〇 〇 〇 〇 〇
特 公 都 特 知
定 募 市 定 事
調 型 計 調 表
達 プ 画 達 彰
契 道 ロ 支 法 契 支 の
約 教 ポ に 約 受庁 庁
育 ー よ に 賞（

公 告物 庁 ザ る 係 者

道 公 報

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
都 都 公 電 土 知 知
市 市 有 線 地 事 事
計 計 水 共 収 権 権
画 画 面 同 用 限 限

公 事 の の 法 に に
業 変 埋 を に 係 係
の 更 立 整 よ る る
事 の て 備 る 保 保

第

〇 〇 〇 〇 〇
特 道 土 結 有
定 営 地 核 害
調 土 改 予 興
達 地 良 防 行
契 改 区 法 の 告
約 良 の に 指
に 事 定 よ 定
係 業 款 る

号

毎
週
火
・
金
曜

月 型 員 品 宗
十 式 会 の 谷告
六 の 告 賃 教
日 検 示 借 育

定 ） 局
等 の 告
の 実 示
告 施

火 示

曜

日

品 渡 ル 告 開 る 示
の 島 の 発 落
賃 教 実 行 札
借 育 施 為 者
） 局 に 等
に 告 関 の
係 示 す 公
る る 示
入 工
札 事
の の
公 完
告 了

表 業 決 の す 事 安 安
計 定 免 べ 業 林 林
画 許 き の の の
の 道 認 指 指
変 路 定 定 定
更 の の
の 指 解
認 定 除
可

る 変 の 医 示 目
落 更 変 療
札 計 更 担
者 画 の 当
等 の 認 機
の 決 可 関
公 定 の
示 指

定

次

日
発
行

示

（
人
事
課

（ （
公 建（ （ （
園 都 砂 道 設
下 市 防 路 部 （ （
水 計 災 整 総 治 治
道 画 害 備 務 山 山
課 課 課 課 課 課 課

生
活（ （

土 土 文
地 地 化（ （

資 改 改 保 ・
源 良 良 健 青
管 指 指 予 少
理 導 導 防 年 発行
課 課 課 課 室

北 海 道
（総務部法制文書課）

八 八
二 一

北

土 海 わ白店好

道地 小ゆ和

告改 児り会

示良 ク調ク

第法 リ剤リ

ニ薬ニ

ッ局ッ

）

八 七 七 七 七
〇 九 九 九 八

次 北

結の医医 海

核と平療 道

予お成法 療

告

人 機 防り 示

法指年関社 第

団 定の 昭し月は

） ） ） ） ） ） ）

七 七 七 七 七 七 七
八 六 五 五 五 五 四

三姉本牝

同同同同同同

妻倫ド十妹当監

人不サ

） ） ） ） ）
電話

ペ
七 七 七 七 七 ー
四 四 三 三 三 ジ 印刷

同同同

の別画

行
興種

興巫ノ喪

女ー服

－ －
（内線 ）
－ －

富士プリント

の 北

北興 海

海行平 道

道を成 告

青有 示

少害年 第

年興
保行月昭
号

吉

和 ク住ク

小式ャ

律 わ株シ脇

法
年

児会ト坂

第

ク社ー
ィ孝第

ニデ）

リメ好号

ッ
クカ
ル条

ぎ 名 和た 号

。日称さ
法

第療

律開医

法
年

は

第団

）設社

号人

に房

第者さ

条ぎ

若

淫妻姉路

娘汚

恥窓い―

乱―妹同
ハしれ

めきさ

態ぬ会抱
をた人

義舌メめた

―る
せ

未ず―

・はい妻

母先

・
人！

亡

崩

肌医 行美ン女

のパの
治 題し

が
脱

のおる
れ

院

名

療

護と 号

す
例定
条指
成て
育し日

和。
昭る

の
項 同同

２
第

道
海
北

年

よ 町梗に 吉桔

定 住西

規
り ５町

－七 、

三 －平
成

定市 規館 の所函 項
１

年

り海在町 よ北任 に時

医知－ 、道

プシオ

当
担堀地 を

療事

ーー ムレュ

ィ新オ新新

本本宝ン ピピ ノ 日日東

画

ア 映映 映映映・ ーー

像画像画ッ

ーク

制配オ同新エ

部
全

社ー宝レ 会ピ 給セ 東 作

画フ

海ト 又映映 北会ン

知
道は社画

第
例
条

堀定範
指の囲

事

規
の

項
１

第
条

４
第

）
号

同同

５
月

日
、
北

定 せ成

さ指平

る達年
月

機
関也

を日

めめ

し情青全害れ認た

育るあら

、を少なすが

的激の成おるれ

性刺年
、
感し健をそとる

助

のしを

達定著性

指暴

り
よ

に
定

由粗長

也理く

次
、



競一一平契

４５６７

落

争般般成約 札

に の競競 金

相争争年関 額

手入入北す

をの道事

円方札札海る

決公告務

北 海

１２３
成札氏住

平落漁落平落
者

成札業札

に取を
９氏

年係締決年の名所

る船定

及楢室

月特ほし月名

定った

日役か日日び崎蘭

道 公 報

北

次 海

の

三大同

道

と 告

お 示

り 第

一

重椴

般
競 号

地道災ん争

客土農防か

土

第

北

次そ地起 海

のの平 道

地関成区業 告

区係 示

に書年名社 第

つ類
いは月

事土 て、 号

、平日地

号

改成
地平

土
竜

平良
成区年
十の

三定月

年款

十

当

し第担

定告示を

の日

た

す 手

び
及

称
名

の
織

組

続号る

上所船築

務い住造市

所

称修式町

名架株地

の
及理会

表

量代地 数事番 び工社

、ダが入

社
役

式締

一取

画排に

良区ムい札

）改
整理り

合整水よ

総

般札

備）一落
し

］定

型決

般を

一］者

良

道成改

農た

営

合

土年総

地

備

改月整 業

良
事日

生

のら急

業か緊
の 土

良、整

改間調

地日産

月変

十更

六を

日

。
た

し
可

認

火

曜

日

道治

海俊

北

林
小

長

地
在

、
水

排
用

用
業。

堀
事
知

道

海海

北北同

、
ょ
き
暗

変の型

業般進

事一推

道

計覧北

更縦］
種

知ょ

を供道き

画に海暗

堀

た。
める事類、

定す 知
道
海
北

覧道
海
縦北

。

イ

堀
事

次麻そ主村間の

町立次
お
の の布の伐森伐と

木

２

也
達

森町他と林に

安 庁立

支保指指
ア

定木 経定

空留

の部の施の 次済林

庁庁

支支

知萌

アイ

主村間の 定
立町立次

指
のの 伐伐森伐と

木木 主

場志

達後

はと林にお 施

定１
所庁

也支

北

森す 海

る平 道

。成保指

林
告法
示安

年 第林定 昭
和

月の

也
達

し整係り 伐

称地
在
名所

の 林
に森て備ると 採
る 限

つ次林伐計森す の

では度。

いのに採画林

はにいす定、

て図つを
はこるの

、示てるめ次
準お

伐部、と標と

主す
係に伐で伐り

に分主が
、る齢す

る限はき期と

務採 業 所 図林の伐
立る

及方 場要 及課目の 在 」
び所的件法

び

害

と町目す干

の臼
次羅

防

り場郡分の

お役梨部
る

は備臼限備

」に羅に

、し整係り 伐伐

、え町

のの

択て備ると 採採 業

林る 方限 要伐伐計森す

法よをでは度。

に採画
の

。るめ次

るす定、

件

伐り

が準お

と標と

こる
る齢す

き期と

で

の 号所 年

所的

第場 律目 在 法日

梨す害 第

目示干 ）
号

郡部の
限 ２

臼に備 の

羅分防 条

幌
水札
道道
海海
北北

町

北
資区

部央
務中
林市

産

立以る

課西
理条

管３
源

の

の）伐木上。

木。択
る当の

採よ、も

伐には
木る

止立す

禁。該と

を

市
る
す

在

。所

るの。

す

て町

略い布）

省置麻。

し
、縦
そ覧・

のに
図供

筆

び。２

及る上

面す以

以る

類い

書つ

係に

関）

当の
、も

はの
木上。

立
在
所
の。

木る
立す
該と

項

町。 ２

岬る 第

市
る

す

）

規

・ の

海 よ

北１ に

の 定
の

事２ 次

知上 、

道以 り

目
丁

６

つ う

堀に よ

筆

七
四

北次

をて

市
る
係

に
村

町

村
町

室示

根に

道図

海の 次 安

て 保

い に

市
る

係
に

指に
也図 を

の 林

達



１ 北

土 海

地平起 道

収成

備

告業 え

平 用 示 置

成 法年 第者 い

十 て

三 昭月の 縦

年 和 号 覧名十 日 に

北 海

３

解解在保た解

除場安目

係との

除除 に所林的次

指は

保て」 のの るし図

安

道 公 報

２

解え解在保た

備
置除場安目

て係と

除次いに所林的

」覧保て の図縦るし

の
はに安指

第

定１

成解在保た

林解平

森を

除場安目

法除
す

係と

昭る年に所林的

和。
月るし

保て 年

日安指

号

告
道

海
北

支

示 庁

第 経
次済
の部

号

」務
図林

月 称 供年

十 す法

六 る律

日 七 。第

飯 ）

第
）

号町

火

条曜

規
の

日

略

のさ省

林定、 理理

定

限風砂そ
、

し

由所れ由
施図

部 道る害防の

農茅
砂 地）防設面

郡 用。の

海

町 す地北

原 と備用を

林定 理

紋 たす道

字 ると

略る所れ

省すのさ

、供

害

道そ上風

、）
し。

由
面知防

用図郡の

路の磯

海字

す北町

とを内備

地

のさ

律林定

法

た道重

る

所れ

第

磯。砂 第

上る土 ）
号

郡）の

第町の ２内出 の知流 条

び
び及

及課

小備 ２字防

り場
お役

と町
の臼

次羅
略い

省置
、え

は備
」に

と道 の海 次北 、
り

よ
に 渡

認
の
業堀 事

り事 お知

庁

砂め支

エた島

兵 める
経

原

済
務
林 １

部 の

原 示

砂 に

び 図

及 の

課 次

め渡内

島
支の

庁
経

項

内
知
び
及
課
務
林
部
済

北 にの

定９

規石

の谷
海 よ
、

道 り

に 堀 よ図 のの 事 次次 知

覧
、縦

して

保す

に示

う

。
及る
面す

図供
のに

そ

達 定 北
を
類
書
係
関）
び

位区
アイ

。
た也 し

を

に
場 分

役 部

町 す

ののの

１
に

住代

成免免埋

平アイウ

許名 許
年受者

年を表立

の

に
場
役
町

月けの区

北

公埋

１２３

海

有立 道

水て

道路区

告

面を

路

示

埋免

の線

第

立許

種
類名間

法し

指限
也 のに

林分
達 安部

り 北

電、

４

海

線次平 道

共の成

起図

告 業面

同と 示 地の

お年 第 を縦

のり 表覧

整電月

２３
室
根
道
海

示場

の の業
用用

業

収使

事起

置域点点点

地地地

の

漁 枝次

地地

港 幸のの分のの

地原 郡

のかか

点 枝の点秒点点

幸地と

町点を方らら
向向

＝ 山か結向方方

臼らん

角角 だ

た氏 月

北札北

日日者称所名域

道市道

成海幌海

平

央事

年中知
条

日３

９北堀

月区

た 号

の良良正

道北富富大。

道
峰野野

のの律

北北法

線市市年

峰峰第

町町

号
）

５２２

番番第

備線 号 す所

に同

る等共日

町特備

飯る整

七すを
関

法道
置き

場措べ

役別す
路

な

類地分分
部部 種

平を

田

精亀

町道

飯海し

七北

通町

者飯

害七

障郡

神

の線

番地に度 の度 ２点よ地
点分 、 、まっ分

でて
を囲秒秒 ＝

番順まのの 及次れ方方 びにた向向七 結区

五 ん域
） 番だ

西達

ら 先及の の か 地線 堀
事
知
道

海
北

目
丁
６也

項

かま１

先先第

地地条
次
、

り
よ

に
定

規
の

らで 法た
年し

７定
成指

と
の

北

第
律。

堀

条
３事

第知

）道

号海

施町

産川

授鳴

所字

１
第

び地 地

業
事
備

整内

設地

点 点 方 の
水地角 有の向 公
面点

面
水
有

公
り

お

也
達

と度 よ
に也

定
規達

の
項



のののの

３４区５６７

点点点

地地地地地 域 の
点点

北 海

の

区１２

立
位区

埋
アイ

点点

地地 域 区の

域置域

道 公 報

２

名住代

埋免免

ウアイウ

年受者 地を表 許 立 面許
称所名

た氏 用月けの の
積途日者

第

◯◯◯◯

位区
アイ

イロハニ

点点

地地地地

のののの

置域点点

号

埋
ウ

平面立

成て
十に
三の関
年地す
十

５６

点積る

漁 ２３次

地地

港 のののの分のの

原 地地５地

かか

点 点点の点秒点点

かか地との

らら点を方らら
向向

＝ 方方か結向方方

向向らん

角角 だ 角角
の線
地に度 度度の度

の

枝次４漁分１

幸のの港
点点の点

郡１地原秒地

幸地と方か

枝の

向ら
方

町点を

乙か結＝

向 忠らん

角 部４だ
の線の度 地に地

漁平北札北

港成海幌海

道市道 施
設年中知
央事 用

達
条

日３

９北堀

地月区

◯◯◯

６也
西

枝次◯漁 ニイロハ

地地

港 幸のの分ののの

地 原 郡◯地 イ

かか

点 枝の点秒点点点

幸地とのか

町点を方ららら
向向

＝ 山か結向方方方

向 臼らん

角角角 ◯だ ニ
の線

番地に度 の度度

月工

十事

六の

日施 の

行 地

区 点

域

ら
か

火

向
方

曜角

日度点よ地 まっ分 分分点分 、

でて
を囲秒

順まの 秒秒秒 ＝

ののの 次れ方 方方方 にた向 向向向 結区
ん域
だ）

線

地地地 ら の及 ののの か

点５ 点点点 方 地び

番点よ点 及まっ、分

びでて
を囲＝秒
の 順ま

方 番次れ

向 地にた

先結区

のん域

公だ）

び方地 水及らの 有線か

目
丁

１向点 面

２点よ地
点分分 、 、まっ分

でて
を囲秒秒秒 ＝

番順まののの 及次れ方方方 びにた向向向 結区
ん域
） 番だ

か 地線

方 び地 地の ら 先及の の

◯点 点地

イ

分
向
方

の
秒

地角 の向 点
地
の

点
と度

海
北
道 ウ

告 埋

示 立 面

第 地
の

の角

のの

地
点度

と

区

ののののののの

地角 の点 向

のののの

点
と度

区

て

面立位区

埋

ウアイ

関
に ８９
ののの

用号

区区漁

点点積途

地地

施

のの域域計港
用

点点設

地地
かか

地 らら
方方

地地地地地地
角角

向向

点点点点点点点

地
漁

地地

港分のののののの

地地地地 原

かか

点秒点点点点点点

のかかかか

方らららららら
向向

＝向方方方方方方
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めテを

成たリー

作るタ
イす

日ガ成

務、ィ作

業
人ドる

本

七 観ブ。

九

み作
のを

客ク
光ッ

公

建海

釧北

日
５

告

走

第網

指道

字丁 第

太

号長

４庁

－支

項

遠目 １

野

規

北原番 の

海野

号 定道

に
次の 支 る６ 路柳 よ番 釧

行

北 発

悟 開ち 長 のう 庁

る
らす
な成

地

地
在
所
び

夫
敏

田

国も
外と
、と

ず

工

利 る
す

勝 関
に

為



アア細

要関３プヒヒ詳

ロ
ンン、

情にポリリは

連

ロ

をじザググプ

報同ー

手に時出ポ

入。ル日に

北 海

４

約

プ平提持の手日契

そ
に語書

ロ成出参他続本

場、 ポ

いび成

ー年所郵お及作

は送 ザ
ル月、て日の

書使本要 参６

道 公 報

北電フプ平交直
場交

海話ァロ成土付接

曜 道番クポ

はし

網号シー年日所付

及 走ミザ
リル月び、、 支

郵 日 説 庁

第

３
等当便

プ続担郵

アイ手

務画画部番

ロ業業企企
案

ー処実提提局号

ポ務
ザ理施案

ル能体の内

企力制妥容－

号

プ
アイ

平ロ北観

成ポ海光
十ー道振
三ザ内興
年ルにに
十

でザ

す関に席ー

企本関

な説

たるいきル

るすつ
場書

のアはい明

めヒて
はよ

会ン別合に

照リ、
参こ

口を連、る

窓グ途
道る意。

海す加と

北絡

加日に留用円否

網。志

表同郵す

書）。に言

明火じ便る

。び

び後る及

及午限語

書
案

提貨

画時）通

企５
提

の

明日曜に送 － 経

書日同は 済
部の火はじ行 －－
交）除。わ － 商

付かくな 工

期ら。い 労

交。 内間 働

場時

観、日付 線
光

所火間 課

方で前

びま午

及）は

画等当等

提性

７

査北

審市

の走

書網

案

目
丁

３
西

準条

基
月画部す

十提又る

六案は知

日

る

提拠あ

の業が

書営見

者をこ

出点

火

要く。

に置と

曜

さ人
求法

日

にも

庁い

支な

走が

れで

施。

実る

てす

いと

おの

場
出
提

、
限

期
出

。
る
す

ら
か

時

法９

法
方
び
及
所

る
るあ

）
で
ま
時
５
後
午

３

。
と

格こ
資

者のアイ 条

は審

の の 付ア査申申 条 件こ
般ら申請請 ５ 入 一かを

２

競ウ請 の 札

平道当こ当る

入次るあ

にい成が該と該こ

札の

行調を調と 参ず

明物

加れ年う達証達。

すに北指物

を

ーー達

パパ調契納納

ルす

ナナ要約入入 ソソ

協１

ル

北

次な定 海

のおの平入 道

と、適成調 教

達
札

おこ用 育

りのを年を に 庁

す 付 一入受 渡

般札け月る 島

な の 、 争まし ２のの は
方 札にけ 規時方 地 入で
めば に 自 参定れ期法 定

平申 る 法 資るな よ 治 加
のこな成請 条 施 格とら

書 件 行
令 審ろい

一

査に。年類 付

の 昭よ

出 競 和り月提 般
、

にたに

るも海名品し品

当告争関者関

者該道競

あ、

必す示入しでし

に

に迅る要

要る第札、

なこ

なと仕

資と号関速こ求
書

規るア。様

格。にす
をー記

す名タに

定指フ

期場 ココる

物停サ載

る

間日所

ピピ品

ンン物期

北

タタ仕

ーーの

ュュ等

有成海海

様平でが平北
道道

等成、
平り １１

飯館

式式年成得年七函

る１ 入１

７札月年。月高聾

４等学 台台説４

物
す

競にる 教る 争係。日品 育

入る等 事 局

札調項の 告

達名 示

以は称 第

下、及 ７

び 号

数 入
」４
札年量

北月

と月１

い

道
教
育
庁
渡
島
教

２日先 争

ら指 札 政のかの 入 年

示 で 令及
び月に あ 第

５よ る
掲ま作 で 。

に日り の 号
札
るし 入 下

げで成 、 以

資た

加 」

を請 参 令

格申 に 政

のさビ要

品止ーの

有書

メを

貸て・等

賃れス件

資いテた

のなン満

借い
スい

をとンて

格こナし

制と

る体こ

すのる

有。

明日月日学校

とがを

こ

校

××
１１書か
び３を）

校校及ら日金

度

普聾要月限

通学求

））様ま当

科校仕日に
期

よた約

に。契

書で該

日海当

、を

。し間

るだ

の

）ラ教り

。マ道た

う
ュ渡価

実シ庁単

をケ育

成育

る作教

すで島）

施
府
政高

た
れ長

さ局

。

育
局
告
示

八
〇

うう
るを よ い

す類 し と

うし す ）

ど出 と 。

か提 し

備明

。整証

第るかな

長
予延

いで

て者

れた

さ

橋

内と
囲こ
範る

のす
算

る
す修

関
に
達

調



号ア

に入る捨税

平 分 掲札落額て事

成 の 札 げ金をた業

十 決 る額加金者

三 定 入等算額で

年 に 札にし）あに

十 当 及係たをる相

北 海

８９

開

落北項当契要そ

１月
書 道札 規り

札約 海のた

時 に単 の作

財の 定の 者

り）

決成 規に よ価の 務
定を 定の 則お

道 公 報

６７
説

開開札札交交

入入入
金書 札札付付 証明

札保
証 場日場方 、交

はの 保
免付

第

４５
道執

約海札入入

契北入
場 を館の札札 項函行

条
原及 す場日 美所 示市

号

類っ

書行

請を

申査
審

ウ
提と

のた

月 た びる金もか当

十 っ こ消額っ免す

六 て の費て税る

日

札業額

は 公税当落事金

にび金価者を

、 告及該

あ札

札 定地額格で入

入
書 め方にと

火

るかに

に る消１する書

記 入費円

曜

で問載

載 札税未のを記

さ に満

日

い

れ 関以の、わす

たっ否他

昭て めも 方要

２ 予て

和、 法

定 格
北規 価札

年に 定入

海
道す 有

当入

則資 月な

規る １効

を た札

第格

除に

。し の限

号有 りに

る
るす

所時金す関所法

。
事北北

同道道場

にに項海海の

。館育で

じじ函教所

同

原島す

美渡付

市庁交

。

丁日所時

４び 場

４教る

海平成

６
目時

所
番北

道成 海

年 号 号道教 会 函育年
月 議 北館庁 室 海市渡月
日 道美島

４育で 送 教原教日ま 郵

育

郵北査
審

、

先は

出き

に

を

ば番道果

れ便海結

け
ら育申

な号教
庁請 な

島に

い－渡者

。

教通

札、こ

た す下端入ずる

金 る数
参積。

額 条消がに見と

当 に税る加も

に 件費あ

」きるた 該 違等とすっ
は月 額 しとは者１ 金 反
入うそ、当 の たい、

札。の消た

数税の の

は）端費り 分

単る

無取金等契 ５

、の

者 ））

下い 価。

以な

限者 務し 制た 財の のし

」札 範落 則入 のを 規た

でと い財 内者 と、 囲札

則 ）低る 。規 最す う務

画
６企

目局
丁育。

の。

総
番

必 よ

庁丁局金に

課
号務

場

島６画着 る

渡目企）
務前こ 合

教番総午の

育

と は 局号課

画北） 郵

企）時。 、

に 号

務道送 番

総海郵 便
島よ

課渡
合る

企る

北局す
育知

同場 －

市課
館務

函総
道画。

海

に約 に

番
６
目
丁
４
原
美

当

といを係金 相

効扱額

。
るすり課の

す切る額
１ 北

次 海

の平入 道

と成調パ 教

達ー

札

お 育

り年をソ に 庁

すナ 付 一 宗

般月るル 谷

価第 第
格

条 条
第１各

． ． ．
．． 詳
細
は
、

合

入

庁

は 舎
階北平

４、
本のの

契契日ここ

アイ

札

にの語入入

約名所約

す続び及の

関手及札

と

落でのこ

者員る

イ
号

とかに

者る部。

札あ一

物コ

す

競 教る 争日品ン 育

入等ピ 事 局

札項のュ 告

名ー 示

以称タ 第

下及 ３

び 号

」
札量式

入数１

と１

い北月台

道
教
育
庁
宗
谷
教

札
説
明
書
に
よ
る
。

お本契行

るに日び執 在

て通は、

務い国約は

事

調開

担、貨、公

を称地

る

す北郵電用達す

当使
番る続。

る海便話す手
停

織教号号言の

組道番

の育語
及止 名庁

び等

っ申税

なを免

－ 称渡－

が

はる者

者出業

たし事
たと

札。る

落とい

、こ
速、、

後しは

定だき

決

道た１

う海当×

や落共

を育の

）教り校

。

）科

施宗価通

実庁単普

。育

る教）

す谷

八 局

一

及
長

育
局
告
示

通が 及島

貨有 － び教
所育り
得 在局北

る

線 総函内 画道。

地企海
務館
課市
美

に者企

か札同

目
丁

４
原

費

税同消

費共体

消が業
の免

課体等

の業税

等企
者で業

業合事

事場税

税

夫
英

川

あっ申

であ者

番
６

免そを

か、書

るて出

号

業成す

事構出

税の提



５６
保

札入入開開札

入入入

の金 札札札札 行証
札 執

証 場日場日 所、

場は 保

及免

北 海

４
査道
約 審海

アイウ契北

請請項 請を稚
条 申申申

示 のの類っ市 を 書行内

提と広 す

のた末

道 公 報

３

者の るあ条

は審

こ付ア査 条 こ当る件こ

を調と一かを の の と該

の 札 証達。般ら申 ５ 入
争まし ２ は 明物競ウ請

たに入でな の 、 し品

第

２

が該

納札の平道当

入次

行調

にい成

参ず
に北指物

加れ年う達 入

道競に 場るも海名品

す
者該

号

調納契

平達
成

入約 を
十す

三る

年期期 物

十

日所時所時金す

び除

品

。

時る

同同

海海成にに

北北平

道道

。。

稚宗年じじ

内谷
市合月

末同
４舎

広庁日

先は所丁

出き４ 場 時方

郵北査番

審２

、目

期法
平申け

成請れ便海結

書ば番道果号

ら育申北

年類な号教を

の

庁請海 月提な
出い－宗者道

谷に教 日先。

教通育 の

れ 定 方 者関札にけ 規 地

、加めば に 自 でし参定
る 法 る要資るな よ 治 あ

のこな 条 施 こ求格とら

令 。様審ろい 件 行 と仕

一

書査に。 付

載、 競 和 記り 般 昭 によ

の２ 争

に当告争関

政 要の 入 年

る第札、

所必す示入し
に迅

要
なこ

すな

でが北資と号関速

道規るア

、有海格。に
名タ

成得礼定指フ

平り
る文す

等物停サ

年。高るをー

校のさビ

月学品止ー

月等

十の日間

六仕

日

成成

等平平

様
入年年

火

説月月

札１１

曜

書日日

明４４

日及か

号午

２６
目館）

丁別水
会後

番
室時

号議２

北局す宗

水指育知庁

分

。教

かに海企る谷

）示
り稚総育

らよ道画

成市課企

日作内務局

）た広理総

月し末経画

で請丁校課

ま申４学務

係学

類２理理

書目管経

札

を番

をび あ 第 等及 で 令 件

る 満

、 以

し掲 で 。

たに の 号

る資 札

いる 入 下

てげ
加 」

とを 参 令

こ格 に 政

明る よ い

証す し と

を有

いメ

を貸て、

日賃れス

に資いテ

度のなン

限借
。ス

該をとン

当格こナ

こ制

期る体

約すの

契有

ら
長備

延。整

をとが

間

求月

要）３

び金
仕

るた

よ。

にで

書ま

様日
算

予
、
し

。だ

北

遊 海

技 道

機 公

の

ここ詳

安

認

のの細

委

定

入入は

員

及

札札、

会

校
及の入

提
な係

し理

出号管

約名所

者員る契

イアイ

関

札あ一とに

落でのこ

うう

とかにす

者る部。

者う す ）

たど と 。

しか

で第るか

号ア

開に入る捨税
た業分 札掲札落額て事

額加金者の の札 げ金を

時決 る

て

るれ

すさ

入等算額で

とい

こ
８９

項当

交規り

落北のた契要そ

に価 者書 道定単

札約 海
りをの 務よ） の作 付財

７

内
囲
範
の

び

の
書付 明

説
札交
入

告

型

び執札

示

式

契行説

第

の

約は明

は、書道

検 号

調開よ定

、公に

公

手る。に

達する等

安

のす

続。関
委

止規

停る

員

申税事

なを免る在

等則

出業を称地

たし事務

っ

電

、こが当

はる者担

者

る海便話

落といす北郵

決たと組道番番

札。る
はの育

定だき織教号号

後し
速、、名庁

に定

－ や落共称宗－

る相

おに 札にし）あに

金もか当

い当 及係たを

こ消額っ免す

てた びる

２て の費て税る

、っ

業額

には 公税当落事金

金価者を

規、 告及該札

定地額格で入

定入 にび

る書 め方にとあ札

す札

かに

資に る消１する書

未のを記

格記 入費円る

則定も

決成 規

を載 札税

めっ 定の 方
法予入否他

昭たて 方要

定札

和 法

年価
格有

海 の効

北
当札

規 所月入

道 場１な

交たに

則 で

関所
に
付場 交

号 付り限

道道

項海海

事北北

る
す

が

末宗
市庁
内育

稚教

会

り和

有昭

告 得
る年

示

則
規

会
員

委
安

公
家

。国

か札同及谷

－ に者企び教

消が業所育

費共体在局稚

企費画市

税同消地企内
務広線 の業税総末内 等
課体等

税の免課４

事場税経丁

者で業学２

業合事理目

であ者校番

さ に満で問載
あっ申管

有

ずる

しれ 関以の、わす

数札、こ

なた す下端入

い金 る

積。

者額 条消がに見と

税る加も

のに 件費あ参

た該 違等とすっ し当 に

は者１ 入金 反」きるた

の たい、は月 札額 しと
入うそ、当 、
財札。の消た

すのる

は）端費り 分 務

し

下 。価）

以 る単。

。
）

落 規限を 務制者

財のた
内と と囲者 」範札 則の

谷

低。 。最る うです い

画
２企

目局
丁育

４教
広

総
番

課
号務

八経

二

６
第
）

号
４

第

管
校
学

理

を

か、書係

るて出理号

成す

事構出

税の提

免そ

５ 則、の数税の の 規

業

額に約 に 第無取金等契

効扱
相 といを係金

すり課の

す切る額 条当

価 第の ）

。
各る

格
条

係
理

１月
１ 第



検検検又代製う平

定定は造事成 申名又業 表

十 請称は所 者 定の

三

の 者及検の 有

年 のび査所 番効

十

北 海

代製う型式の概要検

２

業遊遊型製型定 表造事

試年 造 は所技技式 者
又

のの験 式業 の検の機機

月 査所

道 公 報

定は

の概要検検検検又
称 定の 型製型申名 定定

式業試者及 年有 造式請

月 験のび 番効

第

造事

検又代製う型式
１

者

申名又業遊遊 表 定は

検の機機

請称は所技技

のび査所のの

の 者及

号

適 遊で平

の のの

条務た
正 技、成

化 機同
等 の規年

に 型則
関 式第月

す に９

氏住を在 期氏 関条日

月 号間名所名行地十
六 第公愛株代愛日 示知式表知

の県会取県

日名社締名

古ま役古

号平屋さ屋火

天ら藤天

成市む後市

曜

区機常区

年白遊白

日

在種区番 者 氏

月中喜中

名行地類分名名号日

を

平 代沖回遊ナ株

成 表縄胴技ニ式

取県式機ワ会

年 遊のサ社 締
役覇技認クオ

市機定ラリ月

石港及フン

３型キア

原町びブピ日

氏住 期 者

幸目の

昌丁式

株

名名号日号間名所

番
平第公東 株

示京式 成 式

の都会 バ会

日台社 年 ト社

東オ ル大

成東ン

ヒ一月号平区リ

ー商

上ピ ロ会日

二

ー年野ア

伝

氏住を在種区 氏

説月丁

愛ぱ遊

名所名行地類分
機

知式表知ち技

愛株代
社締西この

県会取県ん

日技定

古大役春遊認

名

郡び

市商市井機及

屋一
区春式 北村西型

中会原

１
法 す第

る

鴨茂町の 海

技項
律 る

の定
和 上規

昭 術の
公
律 にり

法 格よ
年 規に

合示
第 適
しす

砂砂

てる 号

日町町

）

検

間
年
３地地 ら番番 か

等

番定

４

条
６
第
則
規
る
す

関

号に

目

第

日

道

間
年
３
ら号

か７
）番 沖等 安町字定 公付大検

会目字関 員丁村に 委一

西す
則 長地川規 員番ノる 委

）

第 田条

地６ 潮番第

１

る第
い。

旨
項
定４
検第

の条
等い
業を
営定
俗検
風の

要検検検検又

規。
のう

の 製型申名 定定定は

概

５

号
２

年有 造式請称 定

事

検検又代製う型式の

又業遊遊型 表 定定は造

請称は所技技 者 の申名

う型式の概要検検

４

有 式定 業遊遊型製型定

事
イ
号
１

年 造 所技技

は造

要検検検検又代製

の 製型申名又 定表 定定

）

年有 造式請称は 者 定

の概

３

業っ
び行
及を
制

試者及

技技
遊遊型

型式

住 期 者月 験のび 番効 業

高

名号日号間名所

番氏

平第公大 株

示阪砂 成 式

の府電 会

日大器 年 社

阪産 ニ

成中株

ュ月号平市業

ー

央式 ギ日

者及検の機機

ン年区会

氏 のび査所のの 効式 の

類分名

氏住を在種区 期
間名所名行地

公愛株代三ぱ遊
ん機筋

示知式表重ち技

締桑この肉

の県会取県

古ニ役名遊認番

日名社

大機及

平屋ュ市技定付

中ギ井字び

成市ー新

業 の機機試

年村ン下型

区番 者月 所のの験番 式

地類分名名号日号

在種

平第 株 ぱ遊

成 式 ち技
ん機ピ会

年 このラ社

遊認ミ高

技定ッ尾月号

機及伝

日

番効 業の 試者及検

型
び

住を 期 者氏 月 験のび査

号日号間名所名行

番氏

平第公愛株代愛

名
株

示知式表知 成 式

の県会取県 会

日名社締名 年 社

古高役古 ま

市内市

さ月号平屋尾屋

成 む

中ヶ中 ら日

のの式 機機

遊年川島川

類分名

種区
ぱ遊

認べ

このど

ん機あ

ち技
機及隊

技定ん

遊

南社

型１
び

場
月船

３番
ら９
か目
）丁

日二
年八 間号三

区悠深式

森部検

月烏司谷の

之に

）三山等

日町字定
す

ら目原関

か丁
３

る
６
第
則 １ 間地規 番 年番

規
る
す
関

に
等
定
検

の
式 区敏区

６
第
則

機

平元

月太博蔦
目

か丁丁

）一一

日通町

ら目
３３

定
検

の
式

間地地

年番番

条

６
第

則
規

る
す

関
に
等

条

イ
号
１

第
条

イ
号

１
第

イ
号

１
第



型定

型式の概要検検

８

年 造 技技式定 遊遊型製

月 のの験番 式業 機機試

北 海

事

要検検検検又代製う

申名又業 定表 定定は造

有 式請称は所 者 定の 型

所 番効の 試者及検の 年
月 験のび査

道 公 報

検又代製う型式の概

７

業遊遊型製 表 定は造事

請称は所技技 者

申名又

式業 の 者及検の機機

造

のび査所のの

第

定

型式の概要検検検

６
技式定の 遊遊型製型定

効 式業 機機試年有 造 技

月 のの験番

号

代製う 平造事 成又業 表
十は所 者 三

の検の 年査所 十

分名名号日号

種区番 者

平第

類

株 ぱ遊

成 式 ち技
ん機熱会

年 この血社

遊認竜藤

技定馬商月号

事 機及

住を在 期氏

の
式

型
び日

日号間名所名行地

番氏

平第公大株代愛

号

示阪式表知 成

の府会取県

日大社締一 年

阪藤役宮

中事松丹

月号平市商市

成
央元陽 日

三

年区町

内

を在種区者 氏

月本夫ツ

所名行地類分名名

氏住
大高代三三回遊カ高

名

電

阪砂表重重胴技ー砂
バ器

府電取県県式機ニ
認ル産

大器締度志遊の
機定ナ業

阪産役会摩技

石玉浜及イ株

市業郡郡

央式井城島びト式

中株

蚊大式社

区会町町型会

期 者

船夫野字の

南社治

分名名号日号間

種区番
平第公

類
回遊セ高

示 成 胴技ブ砂

の 式機ン電

日 年 遊のカ器

技認ー産

成

機定ニ業月号平

及バ株

びル式日

型会年

式社

を在 氏

の月

月名行地 十
六代三三 日

摩

締度志

取県県

表重重
郡郡

役会

火

井城島

石玉浜

曜

治蚊大
町町

日

る
す

関
に

等
定

検

夫野字

町井

第
条
６
第
則
規

６

か目平

）丁下

日１字

間号
年４地

３番番

ら１

字等

二松屋定

場字塩検

広に

丁原

目

見関 ９

す 番番

る 番

第
条
６
第
則 １ 号規

検
す３

関ら

にか

等）

定日

塩

第
条
６
第
則
規間

る年

広
原字

松屋
字

見
番
番

イ
号
１

１

表造事

代製う型式の概

所技技 者
又業遊遊型製
造 は

は

式の概要検検検検又

の 遊型製型申名 定定定

号
２

年有 造 技式請称 定

事

検検検検又代製う型

名又業遊 定表 定定は造

有請称は所技 者 定の申

う型式の概要

９

号
２

年

遊遊型製型 表造事

代製 又

造 は所技技式 者
又業

請称 の申名

定定は

検検

のの式業 の検の機機 有

名名

を在種区者 氏査所
三回遊サ岡

名行地類分
機ラ産

表重胴技ン崎

代

株

締松遊のイ業

取県式

会

市機定式

役阪技認ズ

及

町型

崎万び社

岡中及

験のび 番効 式業 機試者
名所

区番氏住 期 者月 の

公三岡

分名名号日号間

平第 株 遊

示重崎 成 式 技

の県産 機バ会

日松業 年 のト社

阪株 認ル大

中会

定ヒ一月号平市式

成 及ー商

万社 びロ会日

の 者及検の機
型ー年町

期氏 月のび査所の 番効

所名行地類

氏住を在種

公愛株代愛ぱ

日号間名
示知式表知ち

平第
成

の県会取県ん

日名社締西こ 年

古大役春遊

市井機

月号平屋一日技

成市商
中会原郡 日

業 の検の機機試

年村西

区番 者 氏査所のの験 式

行地類分名名号

を在種

名

奥 代愛ぱ遊

村 表知ち技

取県ん機あ遊

締名このし機

技定の式

役古遊認た株

びョ社

上市機及ジ会

屋

のび 効者及

和型ー

野昭

村

公愛奥

間名所
氏住 期

古株

日名機

の県遊

示知
昭社

成市会

平屋式

検

弘突の

安鐘式

年和

定
規
る

２す

の関

地に

番等

鐘

６
第
則

式伝
の説月突

検
定日

２

関らの

にか地

等）番

春

６
第
則

規間

る年

す３

区
付大

月鴨茂町
字

か丁村

）一沖

日町字
西

ら目
３

式

地
番
１

間地川

年番ノ

等

二定

舞検

作鶴の

栄区

る

番す

２関

目に

丁

区

６
第
則

号規

舞
月鶴

３番
ら２
か目
）丁

日二
年 八間号 四

条

イ
号

１
第

条

号
２
第

条

イ
号
１

第



検検又代製う型平

定定は造事成 申名又業遊 表

十 請称は所技 者 の

三

の 者及検の機 有

年 のび査所の 効

十

北 海

定

事
う型式の概要検検

技技式定 業遊遊型製型

番 式業 の機機試年 造 所

月 所のの験

道 公 報

造

概要検検検検又代製

製型申名又 定表 定定は

年有 造式請称は 者 定の

び査 番効 業の 試者及検

月 験の

第

事

検検又代製う型式の

又業遊遊型 表 定定は造

請称は所技技 者 の申名

効式 の 者及検の機機 有
のび査所のの

号

番 試年 式定 型定

要検検

氏住を在種 期氏 月 験

月 間名所名行地類十
六 公愛豊代愛ぱ日

産取県ん

示知丸表知ち

古遊

日名業締名こ

の県
古株役

平屋式屋技火

中社野中

成市会永市機

曜

区裕区

年村村

日

号

在種区番 者

月長豊長

平第

地類分名名号日

大回遊ジ株

成 阪胴技ャ式

府式機ン会

年 八遊のグ社

尾技認ルネ

市機定ビッ月号

沼及ート

４の

目式

丁型

２びト日

所名行

番氏住を 期 者氏

公大株代

名号日号間名

平第 株

示阪式表 成 式

の府会取 会

日堺社締 年 社

市ネ役 ネ

成ケト国

ッ月号平旭ッ

ト

丘本 日

町幸

年北

住を在種区 期氏

月１司

間名所名行地類分名

氏

技レ

公大株代大回遊グ

府式機ー

示阪式表阪胴

社締八遊のト

の府会取

市ネ役尾技認ア

日堺

沼及ゾ

平旭ッ市機定マ

丘本２びン

成ケト国

町幸目式

年北丁型

第

号日号

番

月１司４の

平
成
年
月号

戸戸

日

丁

か三三

）町町

日井井

３目目

ら丁
年

等

１定

番検

地地

間番番

条
６
第
則
規
る
す
関

に

号

丁

第

年
３

ら号
か５

）番
日４

丁番検

間

５に

）番号等

日４１定

間規

年る

３す

ら号関

か

検検検又代

第
条
６
第
則

型申名 定表 定定は

要検

号
２

年有 式請称者 定の

事

検又代製う型式の概

又業遊遊型製 表 定は造

造 請称は所技技 者

申名 定定

型式の概要検検検

技技式定の 遊遊型製型

検又代製う
号
２

年有 造

定表 定定は造事

検検検

は所 者 定の 型申名又業

年有 式請称

及

造 技
遊型製

式の概要

氏 月 験のび 番効の 試者

日号間名所名

番氏住 期

平第公東ア代

号

示京ル表 成

の都ゼ取

日江株締 年

東式役

成有社岡

月号平区会
明田 日

業 の 者及検の機機

年三

区者 氏 のび査所のの式

地類分名名

氏住を在種

株

名所名行

式

東株代群ぱ遊
ん機か会

京式表馬ち技

締桐このら社

都会取県

谷ダ役生遊認くダ

渋社

及キド

区イ市技定りイ

田野びッー

東ド寳境機

業 機機試

丁町型ズ

二ー

番期 者月 のの験番効 式

類分名名号日号間

種区

平第公 ぱ遊フ株

示 成 ち技ィ式

の ん機ー会

日 年 このバ社

遊認ー三

成

技定パ共月号平

機及ッ
びク日

効の 試者及検の

型ワ年

在 期氏 月 験のび査所 番
間名所名行地

番氏住を

平第公群株代群

号日号
示馬式表馬 成

の県会取県

日桐社締伊 年

生三役勢

成境毒市

月号平市共崎

野島三 日

名

区者

の式業 機

年町和

豊

分名
丸

遊
認ン株

のリ業

機マ産

技
びク社

及ッ会

定ロ式

丁和

型

１
月目生

）地
日番
か

年
３
ら

八 間五

目久六式

治丁の
定

番目検

３

等
第

則
規

る
す
関 地に 番 号

６

式ー
のル月

検ド

日
）

定

間

る年

す３

関ら

にか

等

六秀町

６
第
則

規

月丁行

目

番 日

地

２

間
年
３
ら地 か１ 番 ）

規
る
す
関

に
等
定
検

の
式

第
条

イ
号
１

第
条

６
第

則
イ

号
１

第
条

イ
号
１



成
平

毎

誤正年週

７火 月

・ 右瀬瀬

金

来来
多田日

曜

北

お ○

平北り 正

りー

海 成誤ペ

誤道
示 ５あ 定告 年がジ 検検

た欄

第 月っ 定の
有

日の
で 号 番効

海 道 公

造事
製う型式の概要検

技式

又業遊遊型製型定

検の機機試年 造 は所技

月 査所のの験 式業

第報

は

の概要検検検検又代

の 型製型申名 定表 定定
者及 年有 造式請称者 定
月 験のび 番効 式業の 試

号

製う型式 平造事 成又業遊遊 十は所技技 三検の機機 年査所のの 十

第日 、

発
行

び）

及号

期第訂行
正 漁 号間

す 業

示号る 災 第公

）。 害

の補

日償
法

よ 成

に 号平

る
区 年

域

名号日

を在種区番 者

月

平

行地類分名

埼埼回遊サ株

成 玉玉胴技ラ式

県県式機リ会

年 川狭遊のー社

越山技認マロ

市市機定ンデ月

南大及キオ
ロ

一中型タ

台字びン日

期 者氏
目田のウ

丁新式

号日号間名所名

番氏住

平第公東株代

名名
ゴア

示京式表 成 ール

の都会取 スゼ

日豊社締 年 ト株

島ロ役 ラ式

東オ谷

ッ会月号平区デ

成 シ社

池澤 ュ日

二鑛

－年袋

を在種区

月丁治

月行地類分 十
六鳥栃千回遊 日

県県県式機

取木葉胴技

子山街技認

米小四遊の

市市道機定 火

田井鷹び

和荒市及

曜の型 町

台式 日番一の

（
購
読
料

及
び

定 ３決 らの か

分 ）

区 日

検

中
）
正

改
部

一 間の 年

字

等

番芝定

地

に
第
則
規
る １す 地関 番 ８

目

第
条
６

日

地

間
年
３
ら号

か２
）番

番に

１等

地目定

番丁検
第
条
６
第
則
規
る
す

地関

金（
送
料
と
も
）は
月
額
三
千
四
百
四
十

正

号
２

と
の

次
に

北

のー

成海たペ

平北っ
あ

道

誤 正年渡でジ

島訂

月支正

北

次
に

号
２

秋５庁す欄右

誤

道とー

海のペ

北
告おジ

り欄左秋

第誤
示り

円
）

第
示
告

庁
支
島
渡
道
海 海

号

さ日告る

道 け示。

渡 定第行２
島 建 置

支 築 漁

庁 業号基

告 及）準

示 び法

第 小に

型よ

号

漁定

置一

定る

がさ
定

号あけ

っ行

及

第で業

定の漁

特た置

る型

漁す小

号正び

３訂
係漁

に置

者。定

業

印編発

刷集行

富北北
海士
道プ
総リ
務ン
部海

せ築

わ建

合数

を複

業の
中
）

業定

漁認

むの

営物

む

済営

共を

る業

の
次

に

に
結
締

の業

約漁

契

八つ

六

同
の

て
い

ト法
株制
式文
会書
社課道

認
確

の
意

が
り

誤
り

お
と

中
）


